






要約:川崎病既往児において観血的大動脈脈波速度および大動脈人力インピーダンスを用

いて大動脈の壁の伸展性について検討したが、大動脈の壁の伸展性が低下しているという

所見は認められなかった。また、巨大冠動脈瘤を有する患児にニトログリセリンを負荷し、

後負荷の変化を大動脈入力インピーダンスを用いて検討したが、1 分後には末梢抵抗と反

射の低下が認められ3分後には反射の低下が認められ、後負荷の低下があり有効に作用す

ると思われた。 


